
重点 目標・取組 評価指標（学校評価結果） 評価 考察・改善策 学校関係者評価委員から

〇語彙を増やし、自分の思いを
広げる指導
　・読書活動の充実
　・俳句作り

進んで読書や俳句作りに取り
組む：80％（87％） A

〇自分の思いを相手と伝え合う
対話活動
　・豊浜ベーシック授業

　・コミュトレ
　・つぶやきタイム

言葉を選び、自分の考えを友
達に分かりやすく伝えたり、
相手の考えを聞いたりしてい
る。：85％（95％）

A

〇気持ちの良い対応力の育成
　・挨拶、返事、言葉遣い
　・いいこと見つけ

自分には良いところがあると
思う：85％（85％） B

〇児童の主体的な活動を価値づ
け、任せて認める指導
　・学級活動、委員会活動
　・縦割り活動

学校が楽しい：95％
（95％） A

〇目標に向かって粘り強く運動
する体育指導
　・運動会、なわとび集会、朝活動で
　　の運動

体力向上に向けて、運動や行
事などに、自分の目標をもっ
て粘り強く取り組んでいる：
90％（95％）

A

健康５か条を意識して生活し
ている：90％（94％） B

災害時や緊急時に、自分の身の
安全を守るための方法を知ってい
る：90％　（97％）

A
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子供の安全を最優先にして教育
支援を行うことで、子供が安心し
て主体的に活動できる

・学校が楽しい：95％（95％）
・子どものことを理解して指導
にあたっている：95％ （96％）

A

〇児童、保護者ともに９割以上が肯定的な結果となった。
〇自主的に考えて行動する場面が増え、自分で課題を見付けて行動したり、他学年
や学校のためにできることを自分たちで計画して実行したりする姿が増えた。主体
的に工夫した活動を行おうとする思いがより育ってきている。
※さらに豊浜のよさを生かした学校教育活動が充実するように、CSCとの連携を大切
にしていく。また、保護者や地域の方々にも本校の教育活動により多くについて伝
わるように工夫していく。

　　　令和7年度　磐田市立豊浜小学校　学校評価

〇児童、保護者ともに8割以上が肯定的な結果となった。俳句を作って鑑賞したり、
学習内容に関する本を教室に配置したりすることで、進んで読書や俳句作りができ
たと実感した児童が多く見られた。また、読んだ本を他学年に紹介したり、活動の
振り返りを俳句にしたりした。家庭学習においても毎週（木曜日に）読書活動を位
置づけた。これまで以上に読書や俳句に親しむ機会が増えた。
〇対話活動を充実させる一つとして、授業では「つぶやきタイム」を設定し、自分
の思いや考えを話す機会がより増えた。
●自分の思いを相手と伝え合う対話活動においては、様々な表現で自分の思いを伝
えることができるようになると良い。
※単級の良さを生かし、学年間・教科間の学びをより意識した授業作りを行う。同
じ学級の児童との対話活動だけでなく、様々な相手と伝え合う場を設け、互いに学
び合うことで豊かな表現で思いを伝えることができるようにする。

学校関係者評価を受けてのまとめ
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〇健康や防災に対する関心を高
める保健・安全指導
　・健康5か条、避難訓練

心
身
を
鍛
え
、

自
ら
考
え
行
動
す
る
子

〇縦割り活動や外部の方との交流を意図的に実施し、いろいろな立場の人と関わる
ことで、互いを認め合う姿が見られるようになってきている。別の学年の児童の良
いところを書いて伝える活動から、自分の良さを知る機会が増えた。
○主体的な活動を行う姿が多く見られた。学校生活をより良くするために、会を企
画したり、実行したりする姿が見られた。
●自分には良いところがあると思うと答える子をより多くしたい。
※レジリエンスを身に付けるようにするために、教育活動全体で「挑戦と振り返
り」の場を充実させる。特に、振り返りの時間を十分に設定することで、自分の良
さについて考えることができるようにする。

○運動や行事に取り組む際に、学級や個人の目標を立てたり、振り返りカードを活
用したりすることで、自らの成長を感じ、自己肯定感を高めることができた。
○毎月の保健指導から、健康への意識が高まっている。今年度はレジリエンス授業
も実施し、その理解が深まった上、学んだスキルを活用する様子があった。健康５
か条の結果については、家庭とも共有することで、達成率を上げていきたい。
〇避難訓練後に、振り返りを取り入れたことで、児童の防災意識を高めることにつ
ながった。
●避難訓練では、実際に災害が起きたときのことをより想定しながら実施したい。
※防災に対して自分ごととして取り組めるように、内容や振り返りの工夫をし、地
域と協力して訓練を行うなど、地域との連携を強化していきたい。

◆学校教育目標（はまぼう学府教育目標）…「互いを認め　未来をともに創る子」の育成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇成果　●課題　※今後の手立て

〇全体的に評価が高く、成果が出ており、取組が良
かったと思う。小規模校や豊浜の良さを生かした教育
活動がなされていると思う。
〇本を多く読むことは大変良い。なるべく多く、多方
面の本を読んでもらいたい。俳句や読書の機会から、
字にふれる機会が得られていると感じる。俳句を見る
と以前に比べて語彙の幅が広がっていると感じる。豊
かな表現力につながっていると思う。自分の思いに適
した言葉を考える俳句づくりは、対話活動にプラスの
効果があるのではないか。
〇普段から進んであいさつができる。
○「学校が楽しい」が95％というのは、地域の学校を
誇れる結果。主体性の欠如や自己肯定感の低下は小規
模校が陥りやすいことであるので、そこに手立てを講
じ、対応していてすばらしい。学年を問わず児童たち
が仲が良いのは、豊浜小の強い色だと思う。
〇災害時や緊急時に自分の身を守る方法を知っている
が９７％はすばらしいことである。

●自分には良いところがあると思う皆が思えると良い
と思った。地域でも子どもたちの良いところを見つけ
てたくさんほめてあげたい。
●学校の様子など情報を得にくい。
●防災は地域の課題であり、地域とともにある学校の
課題でもある。有事においても、子どもたちに命を守
る力とレジリエンスの力を高める取組を地域も連携、
協力していきたい。防災、特に避難所機能について
は、学校側とさらなる連携強化が必要と考える。

※様々な教育の機会を取り入れ、視野を広げて将来に
生かす力をつけたい。
※教育活動の理解・共有が必要。学校の取組を伝えて
欲しい。
※地域の防災訓練、夏休みの防災宿泊体験に多くの子
どもたちが参加してほしい。
※課題に対し、単級の良さを生かす試みはとても良
い。普段は一緒に学んでいない異学年間の学びの紹介
は、お互いの気付きや深い学びにつながるので今後も
充実を図りたい。

・小規模校や地域の強みを生かした教育活動が、児童の豊かな表現力や仲の良さ、高い学校満足度（95％）につながっていると評価をいただいた。今後も一人一人の良さを認め、自己肯定感をさらに高める指導に努める。
・挨拶やマナーなどの基本的な生活習慣については、地域での姿に課題も見られる。学校・家庭・地域が一体となって子どもたちを見守り、自発的な挨拶や安全意識が育つよう働きかけていく。
・防災教育や地域連携は、命を守るレジリエンス（回復力）を高める重要な柱である。学校からの発信方法を工夫し、教育活動への理解を深めるとともに、地域行事や防災訓練への参加を通じて「地域とともに歩む学校」に取り
組んでいく。					


